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太
神
宮
児
童
遊
園
地
の
婦
人
曾
寄
附

に
つ
い
て

去
る
七
月
二
十
-h
目

減

つ
本
側
ツ
太
神
河
一川氏

の
池
抑
土
川
ル
に
つ
い
て
ん

】
乙
趨
す

ろ
上
波
止
生
氏

の
投
稿
中

に

「
先
般
大

村
婦
人
台
か
ら
一
利
枇
に

二
万
徐
州
が
守
附
さ
れ

そ
の
金
で
境
内
K
ブ
ラ

ン
コ
や
辿
り
台
た
ど
設

備
し
た

ハゾ

で
・
:
・:
:
」

t
あ
り
ま
し
私
比
一
が
、
そ

第22説

人恥ヘ
コ
K
3
工
甘
Hr
r
f

-
bイ
グ

J
V

ょ
っ
7
喜
多

で
あ
・
り
ま
す
か
ら
、

市

民
の
皆
様
の
仰
諒
併
を

得
る
!
と
北
ハ
げ
に
守
附
を
さ

れ
た
方
々
に
本
側
か
ら

厚
く
御
礼
を
巾
し
上
け

ま
す
。
一柳
枇
山
内
の
兇
主
遊

同
施
設
建
設
の
が
-
め

に

が
い
が
訪
負
ず
の
川
口
長

市
氏
K
支
札
っ
た
金
額

グ笥;

1/ 

1/ 。1/ 

竺
十
附
宛
の
御
山
首
附
を

刷
つ
党
も

の

(
計
六
、

二
凶

O
附

)
で
あ
め
ま

す
。

，

以
上
の
寄
附
金
ず
合

計
は
一
万
一
千
闘
に
在

め
ま
す

の
で
、
私
が
文

机
つ
・
に
経
費
の
ご一
万
七

百
闘
か
ら
三

れ
を
差
引

い
た
一
万
九
千
七
百
凶

は
私
が
立
替
え
て
川
口

長
市
氏
に
支
糾
っ
て
い

あ
も
の
で
す
か
ら
、
こ

わ
-貼
も
併
せ
て
巾
上
け

て
お
き
ま
す
。

(
大
村
市
本
町
川
了
日

四

一
五
抗
地
兇
武
者
員

山
口
セ
イ
)

は
次
の
通
わ
で
あ
め
ま

す。ム

一
金
二
万
五
百
聞
也

ハ
内
詩
ブ

ラ
ン
コ
ム
」
辿

リ
台

の
八
刀
)
ム
一
金
九

千
五
百
闘
也
ハ
内
詳
砂

場
、
手
洗
グ
ン
ク
、
垣

根
等
の
分
)
ム
尖
の
他

雑
費
七
百
闘

合
計
金
三
万
七
百
出
也

以
上

の
通
わ
、
そ
計

p

ぐ
領
牧
誕
を
戴
い
て

お
め
ま
す
。
主
お
右
心

内
寄
附
金
は
高
松
主
治

様
外
十
し
ハ
名
犠
か
ら
の

大
口
容
附
ハ
計
山
、
七

六

O
凶
と
本
町

一
、
二

三
、
山
丁
目
、
札
ノ
川

和
日
町
、
旭
川
、
八
附
.
‘

J
i
l
-
-，E
E
，

町、

ご
白
川
、
川
抗
川

…

市

民

の

撃

を

…

上
波
止
、

一三
械
の
各

焔

…

お

h

F
b
l

せ

下

人
合
員

心
支

持

員

一

さ

い

o

(
係)ん

以
外
心
方
か
ら

一
日

pe

'1 1/ 衛
生
課
に
一
一
一
員

私
は
た
び
巧
び

い
や
な

感
じ
左
さ

せ
れ

れ
ら
物

に
つ
い
て
一

一一百
l
ま
す

そ
れ
は
時
過
わ
を
民
国

に
下
わ
闘
道
に
出
た
所

の
右
K
少
し
行
っ
た
所

K
袷
て
L
あ
ろ
芥
の
事

で
す
。
い
つ
も
通
る
時

K
い
や
た
臭
策
が
品
を

つ
き
ま
す
が
紅
花
け
で

は
在
い
と
思
い
ま
す
。

気
付
い
て
か
ら
も
う
一二

カ
月
ば
か
わ
た
り
ま
す

川
似
生
川
川
正
と
円

に
云

っ

て
お
に
め
で
は
な
い
で

し
ょ
う
が
。
も
う
少
し

市
民
も
考
え
た
く
て
は

在
ら
・
な
い
と
思
い
ま
す

叉
術
生
訴
の
方
も
気
付

て
ほ
し
い
と
氾

い
全
す

川
中
で
な
い
か
ら
と
山

一
大
家
畜

一

万
小

町
中
、に
か
ら
さ
い
-
フ
考

え
は
持
て
て
ほ

L
い

t

E
い
ま
す
。
ゴ
、
弓
取
り

車
も
も
う
少
l
頻
繁
に

取
集
K
来
る
よ
う

に
し

て
ほ

L
い
も

の・だ
?と思

い

ま

す

。

ハ

K
生
)

【
回
答
〕

一
、
御
訟

の
場
所
の
墜

芥
放
棄
に
つ
い
て
は
注

意
も
致
し
て
民
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
や
J

自
殺
た
き
一
部
の
人
々

の
た
め

K
多
く
の
識
者

の
非
難
左
買
っ
て
い
る

こ
と

円
一献
忙
山
首
憾
に
思

っ
て
い
る
と
三
ろ
で
す

パ

ス
の
涌
路
で
も
あ
る

し
観
光
大
村
市
左
言
う

立
場
か
ら
し
て
も
市
民

の
白
部
品
の
下
に
斯
様
友

之
と
が
た
い
よ
、
勺
努
力

致
し
ま
す
。

二
、
・
陣
一芥
搬
出
に
つ
い

て
伏
現
在
順
到
に
実
施

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
尚
一
居
市
民
の
皆

様
の
期
待
に
副
う
よ
う

努
力
し
ま
す
。f
衛
生
課
〉

凶
民
陛
康
保
険
の
話

護
能
界
も
特
別
組
合
を
結
成

逃
飽
食
と
い
ふ
も
の

の
み
が
一
般
に
二
ら
れ

伏
、
そ

心
臓
業
柄
、
と
そ
の
か
け
に
あ
っ
て
、

か
く
、
は
在
や
か
た
而
貸
悶
と
不
過
に
、
あ
え

ぐ
多
く
の
器
能
人
の
あ

る
之
と
は
忘
れ
が
も
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
不
遇
た
多

く
の
嬰
能
人
の
中
K
は

か
つ
て
は
一

秋
を
風
び

し
た
ス

グ
ー
と
し
て
知

ら
れ
た
人
も
あ
り
、
あ

る
い
は
、
は
た
や
か
た

脚
光
を
あ
び
歩
不
遇
の

ま
L
K
、
そ
の
生
涯
を

す
と
し
て
来
光
人
た
ち

も
あ
の
ま
す
。

エ
」
こ
ろ
が
、
昭
和
二

十
七
年

の
初
め
ご
ろ
か

ら
、
山
本
乱
二
一郎
、
西

崎
線
、

笠
置
シ
ズ
子
、

山
田
五
十
鈴
在
ど
有
名

前
訟
能
人
の
話
題

の
中
か

ら
、
勢
能
人

の
局
院
を

つ
く
ろ
う
で
は
な
い
か

主
い
う
ヱ
ー
と
に
な
り
、

そ
れ
が
病
院
建
訟
の
計

)

成
予

判

γ
可

勾

月

、TJ
一

Q

d

j

-

き

一

郎

勤

一

の

一
数

一

守

E

A

n

h

M

口

一
、一
Ar
一

人
一別
一ι
入
亡
出
・

恒

一
出

抑

死

時

ご

い
い
恒
一

〔
縞
喜

一
九
回
問
川
町
川
)
一

間
京
地
区
の
乳
幼
児
恭
一
無

届

興

業

に

注

意

一

査
合
は
十
月
二
十
四
日
一

持
た
4
1

吋
芳
い
幹
事
引
む
一

-

H
H川川
内

J
4
4
e
r
u
E
がヨ
ku-
--一
芳

1
9
F
j
'
V

回

午
佐

一
時
か
ら
出
版
所
一
は
最
近
街
地
の
公
同
館
そ

一

で
開
催
、
乳
幼
児

の
殻
一の
他
の
施
設
を
利
用
し
た

育
指
導
を
卦
限
と
し
て
一無
周
の
陥
作
興
行
が
州
館
一

例
々

の
育
児
相
談
中
俊
一
K
行
わ
わ
る
実
的
k

b
る

良
児
の
表
彰
、
保
健
所
一か
ら
と
市
常
通
じ
て
管
下

長
、
関
係
医
師
の
講
話
一公
開
館
並
に
枇
会
敬
有
関

曾
を
開
い
た
。
在
お
参
一係
閣
外
そ

の
他
K
つ
い
て

加
者
全
員
に
は
後
援
の
一指
辿
の
上
、
入
場
税
捕
捉

農
協
、
婦
人
皆
、
新
聞
一
に
協
戸
さ
れ

-KRー
と
依
頼

枇
た
ど
か
ら
記
念
品
を
し
い

w
n
L同
wy

ト
ト
』
」
τ
1

戸、、
a
I
'
I
l
l
-
t

、，
-
hリ
J

、

チ
が
汁
川川
桜」
ど
ん

花
柳
章
太
郎
、
捌
問
杵

一一

、
笠
M
'
は
シ
ズ
子
.
~品

峰
一
一
.
粒
子
、
中
村
古
街
一

門
な
ど
各
界
の
有
名
塾
一

能
人
も
入
っ
て
居
め
を
一

す

口

一

保
険
料
は
、
本
人

一
一

カ
月
一
五

O
凶
、・
一致侠

-

一
人
一

O
O凶
?
と
た

つ一

て
い
ま
す
。
乙
う
し
て
一

各
自
の
位
康
宏
守
り
、
一

力
闘
く
生
き
ろ
遣
を
ひ
一

ら
き
明
る
い
希
望
に
も
一

え
て
生
活
が
で
き
る
の
一

ほ
、
お
五

け
協
力

の
に一

ま
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一

現
在

の
枇
会
的
・
坊
や
経
一

術
事
怖
か
ら
、
枇
命
保
一

時
制
度
ハ
υ
引
力
な
北
心
一

が一県
ωー
さ
れ
、

国
口
P

化
一

政
川
町
一
除
が
国
民
生
活
K
一

不
可
欠
の
も
の
と
左
つ

一

た
の
も
、
う
た
，
つ
け

る
一

で
は

目的
わ
ま
せ
ん
か。

一

戸
川
保
他
訓
長
ゾ
一

4

4

9

7

7

9

2

d

官

d

O

3

5

2

5

3

4

6

ハU
G

G
d
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時
u

つd
T

よ

り

d

T

E

Q
d

O
H
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3

3

3
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F

h

u

F
円
M

入

品

川
町

ι日
リ

司

珂

越

点
巾

A

阿

南
a

一削
と
在
わ
運
動
'と
た
っ

た
が
、
山
用
耕
作
氏
和

ら
「
病
院
・
建
設
は
理
想

で
あ
ろ
う
が
少
く
よ
」
も

一
位
闘
の
資
金
が
な
け

れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
す
ぐ
役

に
た
っ
相
主
扶
助
機
関

で
あ
る
、
保
険
組
合
を

作
つ
て
は
、
:
:
:
と
言

う
意
見
が
出
さ
れ

「
在

る
ほ
ど
」
ミ
い
う
こ
と

'
K
左
ゎ
、
特
別
国
民
鮎

子
、
長
官

R
ナ
没
-
L
Z

国

f
r
t
/「己
J
i
こ

っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
生
れ
た

副
首
能
人
間
民
位
脱
保
険

は
、
徳
川
市U
声
氏
が
、

理
事
長
、
山
本
嘉
次
郎

問
崎
紘
、
紙
税
制
氏
在

E
が
型
事、
こ
な
わ
、
三

千
人
の
組
合
員
が
出
来

て
お
り
ま
す
が
、
こ

の

組
合
員
、

コ一
千
人
の
中

に
は
、
飯
田
蝶
子
、
石

どち〉

:;liQ 

9% 


